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論 文 穿 査 括 具 の 要 旨
l
急性期脳梗塞の滑庚にフリニラジかレスカベンジャーが有用であることが
知られている｡本研究では､新たなフリー ラジカルスカベンジャーとしてプラ
チナナノ粒子を用いて､一過性脳虚血再潅流味等モデルマウスに対する治療効
果を検討した｡プラチナナノ粒子埠､tPA(粗放プラスミノーゲンアクティベ
ータ)による虚血性脳陣事の増悪を抑制し､脳梗塞休耕を減少させた｡また,
モデル動物の運動機能Btついても悪化を抑制した｡この機序として､MMPl9
活性の抑制およtFNVU (神経血管単位)破綻の抑制が考えられた｡これらの
, 結果は､急性期脳梗塞の治療として､プラチナナノ粒子が選択肢の一つとなり
.得ることを示唆しており､新しい知見として価値ある業練である｡
Lよって､本研究者はt+士 ■(医学)の学位を得る資格があると終める｡
